
パフォーマンスステータス：PS
0：全く問題なく活動できる。発症前と同じ日常生活が制限なく行える。
１：肉体的に激しい運動は制限されるが、歩行可能で軽作業や座っての作業は行うことができる。例）軽い家事・事務作業
２：歩行可能で自分の身の回りのことは全て可能だが、作業はできない。一中の５０％以上はベッド外で過ごす。
３：限られた自分の身の回りのことしかできない。日中の５０％以上をベッドか椅子で過ごす。
4：全く動けない。自分の身の回りの事は全くできない。完全にベッドか椅子で過ごす。
日常生活自立度　　
　J：自立　　　A：屋内自立　　　B：屋内要介助、車いす　　　C：全介助、寝たきり

PPS

PPI ６点以上で３週間以内に死亡する確率が高い。感度８０％、特異度８５％

症状STAS(0～4で評価)
苦痛:総合評価

倦怠感
呼吸困難感

咳嗽
食欲不振
吐気
掻痒感

症状STAS
0 :なし

1 :時折、断続的。患者は今以上の治療を必要と

しない。（現在の治療に満足している、介入不要）

2 :中等度。時に悪い日もあり日常生活動作に支

障をきたすことがある。（薬の調節や何らかの処

置が必要だがひどい症状ではない）

3: しばしばひどい症状があり、日常生活動作や

集中力に著しく支障をきたす。（重度、しばしば）

4 :ひどい症状が持続的にある。（重度、持続的）

＊: 評価不能


